
第6期 定時株主総会 招集ご通知に際しての
イ ン タ － ネ ッ ト 開 示 事 項

（事業報告）

■ 業務の適正を確保する体制

（連結計算書類）

■ 連結株主資本等変動計算書
■ 連結注記表

（計算書類）

■ 株主資本等変動計算書
■ 個別注記表

2021年４月１日から
2022年３月31日まで

株式会社 西日本フィナンシャルホールディングス

上記の事項につきましては、法令および当社定款第１７条の規定に基づき、イ
ンターネット上の当社ホームページ（https://www.nnfh.co.jp/）に掲載する
ことにより、株主の皆さまに提供しております。
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（事業報告）
■ 業務の適正を確保する体制

【業務の適正を確保する体制の概要】
業務の適正を確保する体制を整備するため、「内部統制システム構築の基本方針」

を以下のとおり定めています。

（1）監査等委員会の職務の執行のため必要な体制
イ 監査等委員会の職務を補助すべき取締役および使用人に関する事項

・監査等委員会の職務の実効性を高めるため、常勤の取締役監査等委員（以下
「監査等委員」という。）を置く。さらに監査等委員会直属の組織として監査
等委員会室を設け、同室に監査等委員会の職務を補助する専任の職員を配置
する。

ロ イの使用人の監査等委員以外の取締役からの独立性に関する事項
・監査等委員会室に所属する職員の人事異動および考課等人事権に係る事項の
決定については、予め常勤の監査等委員に同意を求めることによって、当該
職員の監査等委員以外の取締役からの独立性を確保する。

ハ 監査等委員会のイの使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
・監査等委員会室に所属する職員を専任とすることによって、監査等委員会の
当該職員に対する指示の実効性を確保する。

ニ 監査等委員会への報告に関する体制
・監査等委員以外の取締役および使用人は、当社の役職員または子会社の役職
員の職務の執行に係る重大な法令・定款違反、不正行為の事実または会社に
著しい損害を及ぼすおそれがある事実を発見したときは、これを監査等委員
会に報告する。

・職務の執行に関し重大な法令・定款違反、不正行為の事実または会社に著し
い損害を及ぼすおそれがある事実を発見した当社の職員または子会社の役職
員もしくはこれらの者から報告を受けた者は、これを監査等委員会に報告す
る。

ホ ニの報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けない
ことを確保するための体制
・監査等委員会に報告をした者に対し、当該報告をしたことを理由として不利
な取扱いを行うことを禁止し、その旨を周知させる。

ヘ 監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）
について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
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・監査等委員がその職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限
る。）について当社に対して費用等の請求をしたときは、当社は、会社法第
399条の２第４項に基づき当該請求に係る費用等が当該監査等委員の職務の
執行に必要でないことを証明した場合を除き、これを速やかに処理する。

ト その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
・常勤の監査等委員が経営会議その他の重要な会議へ出席するとともに、監査
部をはじめとした各部から適時、適切に情報提供を受けることによって、監
査等委員会の監査の実効性を確保する。
・代表取締役は、定期的に監査等委員と意見交換を行い、監査等委員会の監査
が実効的に行われるよう努めるものとする。

（2）当社および子会社（総称して以下「当社グループ」という。）の業
務の適正を確保するために必要な体制

イ 当社グループの取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合する
ことを確保するための体制
・法令等遵守を経営の最重要課題の一つと位置付け、法令等遵守に係る当社グ
ループの基本方針および管理態勢を「コンプライアンスの基本方針」として
定めるとともに、当社グループの役職員の行動指針を「コンプライアンス遵
守基準」として制定する。

・当社グループの法令等遵守態勢を統括する部署を設置し、当社グループにお
ける役職員の職務の執行が法令および定款に適合することを確保する体制を
整備する。

・当社グループの職員がコンプライアンス上疑義のある行為等を知った場合
に、所属部署の上司を介さず、直接報告・相談を行うことができる内部通報
窓口を設置する。
・財務報告の適正性を確保するため、一般に公正妥当と認められる内部統制の
枠組みに準拠して、当社グループの体制を整備する。
・“顧客の保護および利便の向上”、“反社会的勢力および組織犯罪の金融取引
からの排除”、“マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与の防止” 等につ
いて、「コンプライアンス遵守基準」に基づき、適切に取り組む。
・監査部は、法令等遵守状況についての当社グループの内部監査を統括し、子
会社の内部監査結果に基づき、子会社の管理態勢の適切性・有効性を評価
し、その結果を取締役会、監査等委員（会）に報告する。

ロ 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
・当社の取締役の職務の執行に係る情報については、文書（電磁的記録を含
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む。）の整理および保管、保存期限および廃棄ルール等を定めた「文書規程」
に基づき、適正な保存および管理を行う。
また、取締役は、これらの文書を常時閲覧できるものとする。

ハ 当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・当社グループの健全な経営基盤の確立と安定した収益を確保するため、リス
ク管理に関する基本的考え方、管理方針等を定めた「リスク管理の基本方
針」をリスク管理の最上位の方針と位置付け、本方針に基づき、当社が抱え
るリスクを適切に管理する体制を整備する。
・リスク管理を確保する体制として、当社グループのリスク管理態勢を統括す
る部署を設置する。
・「業務継続規程」を定め、危機発生時において速やかに当社グループの業務
の継続、通常機能の早期復旧を図るための体制を整備する。
・監査部は、リスク管理状況についての当社グループの内部監査を統括し、子
会社の内部監査結果に基づき、子会社の管理態勢の適切性・有効性を評価
し、その結果を取締役会、監査等委員（会）に報告する。

ニ 当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための
体制
・当社は、取締役会とその委任を受けた審議・決定機関である経営会議を一体
化した意思決定・監督機関と位置付け、それぞれの運営および付議事項等を
定めた「取締役会規程（および同付議基準）」および「経営会議規程」を制
定する。
・当社の指揮・命令系統の明確化および責任体制の確立を図るため、経営組
織、業務分掌および職務権限に関する諸規程を制定する。
・当社グループの経営が効率的かつ適切に行われることを確保するため、「グ
ループ経営管理規程」を制定する。

ホ 子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告体制
・当社は当社グループの経営管理を統括する部署、当社グループの法令等遵守
態勢およびリスク管理態勢を統括する部署を設置し、子会社の意思決定およ
び業務執行に関し、当社に対し協議または報告を行うことを「グループ会社
運営マニュアル」に定める。

【業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要】
当社は、当社グループの業務の適正を確保するための体制の整備とその適切な運

用に努めています。当事業年度における運用状況の概要は、以下のとおりです。
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（1）監査等委員会の職務の執行のため必要な体制に関する運用状況
・当社は、監査等委員会の職務の実効性を高めるため、常勤の監査等委員を置
くとともに、監査等委員会直属の組織である監査等委員会室に専任の職員を
配置しています。
・当社は、監査等委員会の監査の実効性を確保するため、常勤の監査等委員を
経営会議や当社グループの中核企業である西日本シティ銀行の重要な会議等
へ招集するとともに、監査等委員の求めに応じ役職員は適宜情報提供を行っ
ています。

（2）コンプライアンス体制に関する運用状況
・グループ会社は、法令等遵守態勢の整備のための実践計画である「コンプラ
イアンス・プログラム」を年度ごとに策定しています。当社はその実施状況
をモニタリングし、必要に応じ改善指導を行うとともに、経営会議および取
締役会に定期的に報告しています。
・当社は、当社グループの職員が直接報告・相談を行うことができる内部通報
窓口を設置しています。また、外部の法律事務所にも内部通報窓口を設置
し、内部通報制度の実効性向上を図っています。
・当社は、「反社会的勢力および組織犯罪の金融取引からの排除」に関する対
応方針を「反社会的勢力に対する基本方針」として、実務的な取扱いを「反
社会的勢力等対応要領」として定め、当社グループの役職員への周知を図っ
ています。

・当社は、「マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与の防止」について、
当社グループの統括部署として「グループ金融犯罪対策室」を設置するとと
もに、マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与防止対策に関する取組み
および管理態勢に係る方針を「マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対
策に係る基本方針」として定め、当社グループの役職員への周知を図ってい
ます。

（3）取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制に関
する運用状況
・当社は、取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理について、実務的
な取扱いを「文書規程」として定め、役職員への周知を図っています。
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（4）リスク管理体制に関する運用状況
・当社は、リスク管理に関する基本的考え方を定めた「リスク管理の基本方
針」に基づき、当社グループのリスクの特定・評価を行い、経営会議および
取締役会に定期的に報告しています。また、問題点等が認識された場合は、
関係部署で連携して速やかに対応策を講じるほか、これら管理の状況を経営
会議および取締役会へ適宜報告しています。

（5）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
に関する運用状況
・当社は、「取締役会規程（および同付議基準）」および「経営会議規程」を定
め、それぞれの規程および付議基準に基づき、効率的な会議運営を行ってい
ます。
・当社は、グループ会社の経営管理に関する基本的事項を「グループ経営管理
規程」として定め、グループ会社の統括的な管理および指導を行い、効率的
なグループ経営を行っています。

（6）当社グループの経営管理体制に関する運用状況
・当社は、「グループ経営管理規程」等に基づき、グループ会社の業務運営を
継続的に管理・指導するとともに、グループ会社の業務執行状況について当
社の経営会議および取締役会に定期的に報告しています。
・グループ会社は、「グループ会社運営マニュアル」に基づき、業務執行、法
令等遵守およびリスク管理に関する重要事項について、当社へ適宜協議また
は報告しています。
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（連結計算書類）
■ 連結株主資本等変動計算書
第６期（2021

2022
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）連結株主資本等変動計算書 （単位：百万円）

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 50,000 127,202 284,535 △8,597 453,140
会計方針の変更による
累積的影響額 △244 △244
会計方針の変更を反映
した当期首残高 50,000 127,202 284,290 △8,597 452,895
当期変動額
剰余金の配当 △4,445 △4,445
親会社株主に帰属する
当期純利益 24,236 24,236
自己株式の取得 △3,004 △3,004
自己株式の処分 △0 0 0
自己株式の消却 △6,078 6,078 －
土地再評価差額金の取崩 153 153
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 － △6,078 19,945 3,074 16,941
当期末残高 50,000 121,123 304,236 △5,522 469,837

その他の包括利益累計額
非支配株主
持分 純資産合計その他

有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

退職給付
に係る
調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 65,238 △1,428 29,592 △3,751 89,651 8,114 550,906
会計方針の変更による
累積的影響額 △32 △277
会計方針の変更を反映
した当期首残高 65,238 △1,428 29,592 △3,751 89,651 8,081 550,629
当期変動額
剰余金の配当 △4,445
親会社株主に帰属する
当期純利益 24,236
自己株式の取得 △3,004
自己株式の処分 0
自己株式の消却 －
土地再評価差額金の取崩 153
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △26,621 1,419 △153 △11,963 △37,319 473 △36,845
当期変動額合計 △26,621 1,419 △153 △11,963 △37,319 473 △19,904
当期末残高 38,616 △8 29,438 △15,715 52,332 8,555 530,724
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連結計算書類の作成方針
１．連結の範囲に関する事項
（1）連結される子会社及び子法人等 ７社

株式会社西日本シティ銀行
株式会社長崎銀行
西日本信用保証株式会社
九州債権回収株式会社
九州カード株式会社
西日本シティＴＴ証券株式会社
株式会社ＮＣＢリサーチ＆コンサルティング

（2）非連結の子会社及び子法人等
ＮＣＢ九州６次化応援投資事業有限責任組合
Ｊペイメントサービス株式会社
株式会社ＮＣＢベンチャーキャピタル
ＮＣＢベンチャー投資事業有限責任組合
非連結の子会社及び子法人等は、その資産、経常収益、当期純損益（持分に

見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持
分に見合う額）等からみて、連結の範囲から除いても企業集団の財政状態及び
経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいため、連結の
範囲から除外しています。

２．持分法の適用に関する事項
（1）持分法適用の非連結の子会社及び子法人等

該当ありません。
（2）持分法適用の関連法人等 １社

株式会社エヌ・ティ・ティ・データＮＣＢ
（3）持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等

ＮＣＢ九州６次化応援投資事業有限責任組合
Ｊペイメントサービス株式会社
株式会社ＮＣＢベンチャーキャピタル
ＮＣＢベンチャー投資事業有限責任組合

（4）持分法非適用の関連法人等
ＱＢ第二号投資事業有限責任組合
持分法非適用の非連結子会社及び子法人等並びに持分法非適用の関連法人等

は、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）及びその
他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いて
も連結計算書類に重要な影響を与えないため、持分法の対象から除いていま
す。
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■ 連結注記表

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。
子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行

令第４条の２に基づいています。

会計方針に関する事項

１．特定取引資産・負債の評価基準及び収益・費用の計上基準
金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標に係る短期的な変

動、市場間の格差等を利用して利益を得る等の目的（以下「特定取引目的」とい
う。）の取引については、取引の約定時点を基準とし、連結貸借対照表上「特定
取引資産」及び「特定取引負債」に計上するとともに、当該取引からの損益を連
結損益計算書上「特定取引収益」及び「特定取引費用」に計上しています。
特定取引資産及び特定取引負債の評価は、有価証券及び金銭債権等については

連結決算日の時価により、スワップ・先物・オプション取引等の派生商品につい
ては連結決算日において決済したものとみなした額により行っています。
また、特定取引収益及び特定取引費用の損益計上は、当連結会計年度中の受払

利息等に、有価証券及び金銭債権等については前連結会計年度末と当連結会計年
度末における評価損益の増減額を、派生商品については前連結会計年度末と当連
結会計年度末におけるみなし決済からの損益相当額の増減額を加えています。

２．有価証券の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原
価法（定額法）、持分法非適用の非連結子会社・子法人等株式については移動
平均法による原価法、その他有価証券については時価法（売却原価は移動平均
法により算定）、ただし市場価格のない株式等については移動平均法による原
価法により行っています。
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理

しています。
（2）有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として
運用されている有価証券の評価は、時価法により行っています。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
デリバティブ取引（特定取引目的の取引を除く。）の評価は、時価法により行

っています。
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４．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く。）

当社及び銀行業を営む連結される子会社の有形固定資産は、定率法（ただ
し、1998年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）については
定額法）を採用しています。
また、主な耐用年数は次のとおりです。
建 物 ３年～60年
その他 ２年～20年
その他の連結される子会社及び子法人等の有形固定資産については、資産の

見積耐用年数に基づき、主として定率法により償却しています。
（2）無形固定資産

無形固定資産は、定額法により償却しています。なお、自社利用のソフトウ
ェアについては、当社並びに連結される子会社及び子法人等で定める利用可能
期間（５年）に基づいて償却しています。

（3）リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース

資産は、リース期間を耐用年数とした定額法により償却しています。なお、残
存価額については零としています。

５．貸倒引当金の計上基準
主要な連結される子会社の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則

り、次のとおり計上しています。
破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻

先」という。）に係る債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下「実質破綻
先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直接減
額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控
除し、その残額を計上しています。また、現在は経営破綻の状況にないが、今後
経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下「破綻懸念先」とい
う。）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証によ
る回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断
し必要と認める額を計上しています。
破綻懸念先及び貸出条件緩和債権等を有する債務者で与信額が一定額以上の大

口債務者のうち、債権の元本の回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フロー
を合理的に見積もることができる債権については、当該キャッシュ・フローを貸
出条件緩和実施前の約定利子率で割引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒
引当金とする方法（キャッシュ・フロー見積法）により計上しています。また、
当該大口債務者のうち、将来キャッシュ・フローを合理的に見積もることが困難
な債務者に対する債権については、個別的に残存期間を算定し、その残存期間に
対応する今後の一定期間における予想損失額を計上しています。
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上記以外の債権については、主として今後１年間の予想損失額又は今後３年間
の予想損失額を見込んで計上し、予想損失額は、１年間又は３年間の貸倒実績を
基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間における平均値に基づき損失率を求め、
これに将来見込み等必要な修正を加えて算定しています。
すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実

施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しています。
なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額

から担保の評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取
立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は11,425百万円で
す。
その他の連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については

過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額を、貸倒懸念債権等特定の債権に
ついては、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上していま
す。

６．投資損失引当金の計上基準
投資損失引当金は、投資に対する損失に備えるため、有価証券及びゴルフ会員

権等の発行会社の財政状態等を勘案して必要と認められる額を計上しています。

７．役員退職慰労引当金の計上基準
役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対

する退職慰労金の支給見積額のうち、当連結会計年度末までに発生していると認
められる額を計上しています。

８．睡眠預金払戻損失引当金の計上基準
睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの

払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じて発生する損失を見積り、必要と
認められる額を計上しています。
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９．偶発損失引当金の計上基準
偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度に係る債権に関して、将来

発生する可能性のある負担金支払額及び、他の引当金で引当対象とした事象以外
の偶発事象に対し、将来発生する可能性のある損失を見積り、必要と認められる
額を計上しています。

10．特別法上の引当金の計上基準
特別法上の引当金は、金融商品取引責任準備金であり、有価証券の売買その他

の取引等に関して生じた事故による損失に備えるため、連結される子会社が金融
商品取引法第46条の５及び金融商品取引業等に関する内閣府令第175条の規定
に定めるところにより算出した額を計上しています。

11．退職給付に係る会計処理の方法
銀行業を営む連結される子会社の退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込

額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準に
よっています。また、数理計算上の差異の損益処理方法は次の通りです。
数理計算上の差異：各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の

一定の年数（主として10年）による定額法により按分し
た額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処理

なお、その他の連結される子会社及び子法人等は、退職給付に係る負債及び退
職給付費用の計算に、退職給付に係る当期末自己都合要支給額を退職給付債務と
する方法を用いた簡便法を適用しています。

12．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建資産及び負債は、連結決算日の為替相場による円換算額を付していま

す。

13．リース取引の処理方法
連結される子会社及び子法人等の所有権移転外ファイナンス・リース取引のう

ち、リース取引開始日が2008年４月１日前に開始する連結会計年度に属するも
のについては、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によっています。
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14．収益の計上方法
顧客との契約から生じる収益の計上時期は、約束した財又はサービスの支配が

顧客に移転した時点としています。また、顧客との契約から生じる収益の計上額
は、財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額としています。なお、返
金可能性がある役務取引等収益については、返金負債を計上し、当該金額を収益
から控除しています。

15．重要なヘッジ会計の方法
（1）金利リスク・ヘッジ

銀行業を営む連結される子会社の金融資産・負債から生じる金利リスクに対
するヘッジ会計の方法として、一部の資産・負債について、ヘッジ対象とヘッ
ジ手段を直接対応させる「個別ヘッジ」を適用し、繰延ヘッジによる会計処理
を行っています。ヘッジの有効性評価の方法については、ヘッジ会計に関する
運営ルールに則り、その他有価証券に区分している固定金利の債券の相場変動
を相殺するヘッジにおいては、同一種類毎にヘッジ対象を識別し、金利スワッ
プ取引をヘッジ手段として指定しており、ヘッジ対象とヘッジ手段に関する重
要な条件がほぼ同一となるようなヘッジ指定を行っているため、高い有効性が
あるとみなしており、これをもって有効性の判定に代えています。このほか、
金利スワップの特例処理を行っており、ヘッジの有効性の評価については、特
例処理の要件の判定をもって有効性の判定に代えています。

（2）為替変動リスク・ヘッジ
銀行業を営む連結される子会社の外貨建金融資産・負債から生じる為替変動

リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引等の会計処
理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実
務指針第25号 2020年10月８日。以下「業種別委員会実務指針第25号」と
いう。）に規定する繰延ヘッジによっています。ヘッジ有効性評価の方法につ
いては、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う為替ス
ワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見
合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することにより
ヘッジの有効性を評価しています。

（3）内部取引等
デリバティブ取引のうち内部部門間の内部取引については、ヘッジ手段とし

て指定している為替スワップ取引に対して、業種別委員会実務指針第25号に
基づき、恣意性を排除し厳格なヘッジ運営が可能と認められる対外カバー取引
の基準に準拠した運営を行っているため、当該為替スワップ取引から生じる収
益及び費用は消去せずに損益認識又は繰延処理を行っています。

2022年05月26日 11時00分 $FOLDER; 13ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 13 ―

16．連結納税制度の適用
当社及び一部の連結される子会社は、当社を連結納税親会社として、連結納税

制度を適用しています。

17．関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理
の原則及び手続
投資信託の解約・償還に伴う差損益については、「有価証券利息配当金」に計

上しています。但し、投資信託の期中収益分配金が全体で損となる場合は、その
金額を「その他業務費用」の国債等債券償還損に計上しています。
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会計方針の変更

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下
「収益認識会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財
又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取
ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。これにより、役務取引等
収益の一部について、従来受領時に一時点で収益を認識していましたが、財又はサ
ービスが提供された時に収益を認識する方法に変更しています。また、返金可能性
がある役務取引等収益について、当連結会計年度より返金負債を計上しています。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに

定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方
針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加
減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。
この結果、当連結会計年度の連結損益計算書は、経常収益、経常利益及び税金等

調整前当期純利益が13百万円増加しています。
当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株

主資本等変動計算書の利益剰余金の期首残高が248百万円減少しています。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号2019年７月４日。以下
「時価算定会計基準」という。)等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会
計基準第８項に従いデリバティブ取引の時価算定における時価調整手法について、
市場で取引されるデリバティブ等から推計される観察可能なインプットを最大限利
用する手法へと見直ししています。当該見直しは時価算定会計基準等の適用に伴う
ものであり、当社は、時価算定会計基準第20項また書きに定める経過措置に従い、
当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額
を当連結会計年度の期首の利益剰余金に反映しています。なお、当該会計基準等の
適用が連結計算書類に与える影響は軽微です。
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重要な会計上の見積り

１．貸倒引当金
（1）当連結会計年度に係る連結計算書類に計上した金額
貸倒引当金 42,473百万円

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
①算出方法
貸倒引当金の算出方法は、「会計方針に関する事項」「５．貸倒引当金の計
上基準」に記載しています。
②主要な仮定
主要な仮定は、（ア）「債務者区分の判定における債務者の将来の業績見通
し」、（イ）「新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う経済活動停滞の影
響期間」及び（ウ）「キャッシュ・フロー見積法における将来の債務者区分
遷移や回収予定額」です。
それぞれの仮定の内容は以下のとおりです。
（ア）「債務者区分の判定における債務者の将来の業績見通し」

債務者の将来の業績見通しは、各債務者の返済状況、財務内容、業績
等に基づき、債務者の返済能力を個別に評価し、設定しています。

（イ）「新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う経済活動停滞の影響期
間」
翌連結会計年度（2023年３月期）も継続するとの仮定を置いていま
す。こうした仮定のもと、当連結会計年度（2022年３月期）において
は、特定の債務者について、足元の業績、新型コロナウイルス感染症が
今後の業績に与える影響等を総合的に勘案して債務者区分を見直してい
ます。

（ウ）「キャッシュ・フロー見積法における将来の債務者区分遷移や回収予
定額」
将来の債務者区分遷移や回収予定額は、各債務者の返済状況、将来計
画に基づき、個別に評価し、設定しています。

③翌連結会計年度に係る連結計算書類に及ぼす影響
主要な仮定は、いずれも不確実なものであり、当初の見積りに用いた仮定
が変化した場合は、翌連結会計年度に係る連結計算書類における貸倒引当金
に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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追加情報

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

当社及び一部の連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（2020年法
律第８号）において創設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度へ
の移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目については、「連結納税制
度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務
対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取り扱いにより、「税効果会計に係
る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44
項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法
の規定に基づいています。
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注記事項

（連結貸借対照表関係）

１．銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次の
とおりです。なお、債権は、連結貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本
の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当該
社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限
る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承
諾見返の各勘定に計上されるもの並びに注記されている有価証券の貸付けを行っ
ている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）です。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 14,575百万円
危険債権額 95,815百万円
三月以上延滞債権額 374百万円
貸出条件緩和債権額 32,514百万円
合計額 143,280百万円

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再
生手続 開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれらに準ずる債権です。
危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経

営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可
能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しないものです。
三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上

遅延している貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該
当しないものです。
貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、

金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利
となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権
並びに三月以上延滞債権に該当しないものです。
なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額です。
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（表示方法の変更）
「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令」（2020年１月24日 内閣府令第

３号）が2022年３月31日から施行されたことに伴い、銀行法の「リスク管理債
権」の区分等を、金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく開示債権
の区分等に合わせて表示しています。

２．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査
上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第24号 2022年３月
17日）に基づき金融取引として処理しています。これにより受け入れた商業手
形及び買入外国為替等は、売却又は再担保という方法で自由に処分できる権利を
有していますが、その額面金額は、15,434百万円です。

３．担保に供している資産は次のとおりです。
担保に供している資産
現金預け金 35百万円
有価証券 1,288,242百万円
貸出金 1,231,046百万円
担保資産に対応する債務
預金 14,215百万円
コールマネー及び売渡手形 40,100百万円
売現先勘定 251,120百万円
債券貸借取引受入担保金 87,188百万円
借用金 1,753,174百万円
上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用とし

て、有価証券1,141百万円、その他1,400百万円を差し入れています。
また、その他資産には、金融商品等差入担保金48,746百万円及び保証金

2,474百万円が含まれています。
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４．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資
実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、
一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約です。これらの契約に係る
融資未実行残高は、2,074,368百万円です。このうち原契約期間が１年以内のも
の又は任意の時期に無条件で取消可能なものが1,980,801百万円です。
なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融

資未実行残高そのものが必ずしも当社並びに連結される子会社及び子法人等の将
来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多
くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、連結
される子会社及び子法人等が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の
減額をすることができる旨の条項が付けられています。また、契約時において必
要に応じて不動産･有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定
めている社内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、
与信保全上の措置等を講じています。

５．土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号）に基づき、
銀行業を営む連結される子会社の事業用の土地の再評価を行い、評価差額につい
ては、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負
債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部
に計上しています。
再評価を行った年月日 1998年３月31日
同法律第３条第３項に定める
再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令（1998年
３月31日公布政令第119号）第２条第１号
に定める近隣の地価公示法（1969年公布法
律第49号）及び同条第４号に定める地価税
法（1991年法律第69号）に基づいて、時点
修正等合理的な調整を行って算出。

６．有形固定資産の減価償却累計額 66,755百万円

７．有形固定資産の圧縮記帳額 6,614百万円

８.「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）
による社債に対する保証債務の額は19,228百万円です。
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（連結損益計算書関係）

１．「その他の経常収益」には、株式等売却益1,448百万円を含んでいます。

２．「その他の経常費用」には、貸出金償却2,430百万円及び株式等償却2,358百
万円を含んでいます。

（連結株主資本等変動計算書関係）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関す
る事項

（単位：千株）
当連結会計年度
期首株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度末
株式数 摘 要

発行済株式

普通株式 159,596 － 8,000 151,596 （注）1

合計 159,596 － 8,000 151,596

自己株式

普通株式 11,443 3,846 8,000 7,288 （注）2

合計 11,443 3,846 8,000 7,288
（注）1. 発行済株式数の減少8,000千株は、自己株式の消却によるものです。

2. 自己株式の増加3,846千株は、自己株式の取得3,839千株及び単元未満株式の買取請求６千株によるもの
であり、自己株式の減少8,000千株は、自己株式の消却8,000千株及び単元未満株式の買増請求０千株に
よるものです。

２．配当に関する事項
（1）当連結会計年度中の配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の
総額

１株当たり
配当額 基準日 効力発生日

2021年６月29日
定時株主総会 普通株式 2,222百万円 15.00円 2021年

３月31日
2021年
６月30日

2021年11月９日
取締役会 普通株式 2,222百万円 15.00円 2021年

９月30日
2021年
12月10日

合計 4,445百万円
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（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会
計年度の末日後となるもの
2022年６月29日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関す

る事項を次のとおり提案しています。
株式の
種類

配当金の
総額 配当の原資 １株当たり

配当額 基準日 効力発生日

普通株式 2,886百万円 その他
利益剰余金 20.00円 2022年３月31日 2022年６月30日

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、預金業務、貸出業務、有価証券投資業務、内国為替業務、
外国為替業務など銀行業務を中心に金融サービスに係る事業を行っており、市
場の状況や長短のバランスを勘案して、資金の運用及び調達を行っています。
これらの事業を行うため、オフバランス取引を含む銀行全体の資産・負債を対
象として、リスクを統合的に把握し、適正にコントロールすることで、合理的
かつ効率的なポートフォリオを構築し、収益の極大化・安定化を目指した資
産・負債の総合管理（ALM）を実施しています。
また、当社グループの一部の子会社及び子法人等は、銀行業務、クレジット

カード業務、信用保証業務、債権管理回収業務を行っています。

（2）金融商品の内容及びそのリスク
当社グループの総資産の70％程度を占める貸出金は、主として国内の法人

及び個人に対するものであり、契約不履行によってもたらされる信用リスクを
内包しています。大口貸出先の信用力の悪化や担保価値の大幅下落、その他予
期せぬ問題等が発生した場合、想定外の償却や貸倒引当金の積み増しといった
信用コストが増加するおそれがあり、また、資産運用ウェイトからもその影響
力は大きく、財政状態及び業績に悪影響を与える可能性があります。
有価証券は、主に株式、債券及び投資信託等であり、それぞれ発行体の信用

リスク及び金利の変動リスクを内包しています。市場性のある株式について
は、マーケットの動向次第では株価の下落により減損または評価損が発生し、
債券についても、今後、景気の回復等に伴い金利が上昇した場合、保有する債
券に評価損が発生するなど、価格変動リスクを内包しています。
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借用金及び社債については、当社グループで、財務内容の悪化等により資金
繰りに問題が発生したり、資金の確保に通常より高い金利での資金調達を余儀
なくされた場合、また、市場の混乱等による市場取引の中止や、通常より著し
く不利な価格での取引を余儀なくされた場合、その後の業務展開に影響を受け
るなど流動性リスクを内包しています。
デリバティブ取引には、金利スワップ取引、先物為替取引、通貨スワップ取

引及び通貨オプション取引等があります。これらの取引は、主にオン・バラン
ス資産・負債の市場リスクの管理・軽減を目的としたヘッジ取引であり、一部
トレーディング業務における相場等の短期的な変動、市場間の格差等を利用し
て利益を得ることを目的としています。ヘッジ取引の内容は、主として、金利
スワップによる固定金利貸出、満期繰上特約付定期預金（コーラブル預金）等
の金利変動リスクに対するヘッジ、及び先物為替・通貨オプション取引等によ
る外貨建資産・負債の為替変動リスクに対するヘッジであり、ヘッジ対象とヘ
ッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、両者の変動額等を基礎と
して、ヘッジの有効性を評価しています。但し、特例処理によっている金利ス
ワップについては、継続的に特例処理の要件を検討することにより、有効性の
評価を省略しています。これらのデリバティブ取引は、金利・為替・株価等の
変動により保有ポジションの価値が減少する市場リスク、及び取引の相手方が
契約不履行となった時点において損失を被る信用リスクを内包しています。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスクの管理

当社グループでは、信用リスクが最重要リスクであるとの認識のもと、信
用リスク管理の基本的な考え方を定めた「信用リスク管理方針」や与信行動
規範である「クレジットポリシー」に基づき、信用リスク管理の強化に取り
組んでいます。
個別案件の与信は、厳正な審査基準に基づいた審査を行っているほか、特

に一定の基準を超える案件については、融資部の専門スタッフによる高度な
審査を通して資産の健全性の維持に努めています。
貸出ポートフォリオについても、「信用格付制度」をベースに「信用リス

クの定量分析」や「業種別ポートフォリオ管理」を通して特定の業種や取引
先に偏ることのないようリスク分散に留意しています。
また、適正な償却・引当を実施するため、資産の自己査定を行い、監査す

る独立部署において自己査定の実施状況及びこれに基づく償却・引当の妥当
性を監査しています。
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② 市場リスクの管理
当社グループでは、市場取引の執行部署（フロントオフィス）と事務処理

部署（バックオフィス）を明確に分離し、市場部門から独立した部署をリス
ク管理担当（ミドルオフィス）として市場取引の損益状況や市場リスク関連
規程等の遵守状況をチェックするなど、相互牽制を行う体制を整備していま
す。
また、BPV、VaR法等の複数のリスク計測手法により、管理手法の高度化

を図る一方、市場リスクの許容限度を設定し、許容できる一定の範囲内に市
場リスクをコントロールすることにより、安定した収益の実現に努めていま
す。
③ 流動性リスクの管理

当社グループでは、流動性リスクが顕在化した場合、経営破綻やシステミ
ックリスクが発生する懸念もあることから、流動性リスクを重要なリスクの
ひとつと認識しており、十分な支払準備資産の確保、様々な緊急事態を想定
した「コンティンジェンシープラン（危機管理計画書）」の策定等により、
流動性リスクに備えています。
日常の資金繰りは、資金繰り管理部門が市場性資金の運用・調達を行い、

流動性リスク管理部門が資金繰り状況を確認する等の相互牽制を行う体制を
整備し、円滑かつ安定的な資金繰りの維持に努めています。
④ デリバティブ取引に係るリスク管理

デリバティブ取引は、社内規定に則って作成された運営ルールにより執行
されています。当該ルールに、デリバティブ取引の範囲、権限、責任、手
続、限度額、ロスカットルール及び報告体制に関するルールが明記されてお
り、各種リスク状況は所管部門で管理し、毎月、ALM委員会等で経営陣に報
告しています。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条

件等によった場合、当該価額が異なることもあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項
2022年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、

次のとおりです。なお、市場価格のない株式等及び組合出資金は、次表には含め
ていません（（注１）参照）。また、現金預け金、譲渡性預金、コールマネー及び
売渡手形、売現先勘定、債券貸借取引受入担保金は、短期間で決済されるため時
価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しています。

（単位：百万円）
連結貸借対照表
計上額 時 価 差 額

（1）有価証券

満期保有目的の債券 15,989 16,341 351

その他有価証券 1,734,539 1,734,539 －

（2）貸出金 8,470,861

貸倒引当金（＊１） △41,148

8,429,713 8,520,495 90,782

資産計 10,180,242 10,271,376 91,134

（1）預金 9,570,343 9,570,513 169

（2）借用金 1,755,240 1,747,863 △7,377

負債計 11,325,584 11,318,376 △7,207

デリバティブ取引（＊２）

ヘッジ会計が適用されていないもの 22 22 －

ヘッジ会計が適用されているもの (5,373) (5,373) －

デリバティブ取引計 (5,350) (5,350) －
（＊１）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しています。
（＊２）その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しています。

デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で債務となる項目について
は、( )で表示しています。
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（注１）市場価格のない株式等及び組合出資金の連結貸借対照表計上額は次のとお
りであり、金融商品の時価情報の「その他有価証券」には含まれていません。

（単位：百万円）
区 分 連結貸借対照表計上額

① 非上場株式（＊１）（＊２） 19,249
② 組合出資金（＊３） 3,566
（＊１）非上場株式については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号

2020年３月31日）第5項に基づき、時価開示の対象とはしていません。
（＊２）当連結会計年度において、非上場株式について353百万円減損処理を行っています。
（＊３）組合出資金については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2019

年７月４日）第27項に基づき、時価開示の対象とはしていません。

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に

応じて、以下の３つのレベルに分類しています。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場に
おいて形成される当該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格
により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプッ
ト以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した
時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、そ
れらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位
が最も低いレベルに時価を分類しています。
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(1) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
当連結会計年度（2022年３月31日）

（単位：百万円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券
その他有価証券
国債・地方債等 472,474 412,796 － 885,271
社債 － 140,969 19,693 160,663
住宅ローン担保証券 － 60,824 － 60,824
株式 107,117 － － 107,117
その他 70,308 263,081 9,516 342,906

デリバティブ取引 － － － －
金利関連 － 732 － 732
通貨関連 － 1,203 － 1,203
株式関連 － － － －
債券関連 － － － －
商品関連 － － － －
クレジット・デリバティブ － － － －

資産計 649,901 879,609 29,209 1,558,720
デリバティブ取引
金利関連 － 574 － 574
通貨関連 － 6,712 － 6,712
株式関連 － － － －
債券関連 － － － －
商品関連 － － － －
クレジット・デリバティブ － － － －

負債計 － 7,287 － 7,287

2022年05月26日 11時00分 $FOLDER; 27ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 27 ―

（＊）「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（2020年３月６日内閣府
令第9号）附則第５条第６項の経過措置を適用した投資信託等については、上記表には含めておりません。
連結貸借対照表における当該投資信託等の金額は、177,755百万円です。

(2) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当連結会計年度（2022年３月31日）

（単位：百万円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券

満期保有目的の有価証券

国債・地方債等 － 16,341 － 16,341

社債 － － － －

その他 － － － －

貸出金 － － 8,520,495 8,520,495

資産計 － 16,341 8,520,495 8,536,836

預金 － 9,570,513 － 9,570,513

借用金 － 1,747,863 － 1,747,863

負債計 － 11,318,376 － 11,318,376
（注１) 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
資産
有価証券
有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるも

のはレベル１の時価に分類しています。主に上場株式や国債がこれに含まれま
す。公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場合にはレベ
ル２の時価に分類しています。主に地方債、社債、住宅ローン担保証券がこれ
に含まれます。相場価格が入手できない場合には、将来キャッシュ・フローの
割引現在価値法などの評価技法を用いて時価を算定しています。評価に当たっ
ては観察可能なインプットを最大限利用しており、インプットには、TIBOR、
国債利回り、期限前返済率、信用スプレッド、倒産確率、倒産時の損失率等が
含まれます。算定に当たり重要な観察できないインプットを用いている場合に
は、レベル３の時価に分類しています。
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貸出金
貸出金については、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、

元利金の合計額を市場金利に信用リスク等を反映させた割引率で割り引いて時
価を算定しています。このうち変動金利によるものは、短期間で市場金利を反
映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なっていない場合は時価と帳
簿価額が近似していることから、帳簿価額を時価としています。また、破綻
先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシ
ュ・フローの現在価値又は担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見
積高を算定しているため、時価は連結決算日における連結貸借対照表上の債権
等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似しており、当該価額を時
価としています。当該時価はレベル３の時価に分類しています。

負債
預金
要求払預金について、連結決算日に要求に応じて直ちに支払うものは、その

金額を時価としています。また、定期預金については、一定の期間ごとに区分
して、将来キャッシュ･フローを割り引いた割引現在価値により時価を算定し
ています。割引率は、市場金利を用いています。なお、預入期間が短期間(１
年以内)のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を
時価としています。当該時価はレベル２の時価に分類しています。
借用金
借用金については、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額

を、当該借入金の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いて現在価
値を算定しています。このうち、変動金利によるものは、時価は帳簿価額と近
似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としています。なお、約定
期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることか
ら、当該帳簿価額を時価としています。当該時価はレベル２の時価に分類して
います。
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デリバティブ取引
デリバティブ取引については、活発な市場における無調整の相場価格を利用

できるものはレベル１の時価に分類しており、主に債券先物取引や金利先物取
引がこれに含まれます。ただし、大部分のデリバティブ取引は店頭取引であ
り、公表された相場価格が存在しないため、取引の種類や満期までの期間に応
じて割引現在価値法やブラック・ショールズ・モデル等の評価技法を利用して
時価を算定しています。それらの評価技法で用いている主なインプットは、金
利や為替レート、ボラティリティ等です。また、取引相手の信用リスク及び銀
行業を営む連結子会社の信用リスクに基づく価格調整を行っています。観察で
きないインプットを用いていない又はその影響が重要でない場合はレベル２の
時価に分類しており、金利スワップ取引、為替予約取引等が含まれます。重要
な観察できないインプットを用いている場合はレベル３の時価に分類していま
す。

（注２）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品のうちレベル３の時価に関
する情報

（1）重要な観察できないインプットに関する定量的情報（2022年３月31日）
区分 評価技法 重要な観察できない

インプット インプットの範囲 インプットの
加重平均

有価証券

その他有価証券

私募債 割引現在価値法
信用格付別
デフォルト率 0.03％ー1.48％ 0.07％

信用格付別保全率 5.55％ー80.86％ 38.54%

優先出資証券 割引現在価値法
信用格付別
デフォルト率 0.11％ 0.11％

信用格付別保全率 49.12％ 49.12％
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（2）期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益（2022
年３月31日）

（単位：百万円）

区分 期首残高

当期の損益又は
その他の包括利益

購入、売
却、発行
及び決済
の純額

レベル
３の時
価への
振替

レベル
３の時
価から
の振替

期末残高

当期の損益
に計上した
額のうち連
結貸借対照
表日におい
て保有する
金融資産及
び金融負債
の評価損益
(*1)

損益に
計上(*1)

その他
の包括利
益に計上
(*2)

有価証券

その他有価証券

私募債 17,836 △24 △48 1,930 － － 19,693 －

優先出資証券 － － 4,960 4,556 － － 9,516 －
（＊１）連結損益計算書の「その他業務費用」に含まれています。
（＊２）連結包括利益計算書の「その他の包括利益」の「その他有価証券評価差額金」に含まれています。

（3）時価の評価プロセスの説明
当社グループのマニュアルにおいて時価の算定に関する方針及び手続を定め
ており、これに沿ってバック部門が時価を算定しています。算定された時価
は、時価の算定に用いられた評価技法及びインプットの妥当性並びに時価のレ
ベルの分類の適切性を検証しており、時価の算定の方針及び手続に関する適切
性が確保されています。
時価の算定に当たっては、個々の資産の性質、特性及びリスクを最も適切に
反映できる評価モデルを用いています。また、第三者から入手した相場価格を
利用する場合においても、利用されている評価技法及びインプットの確認等の
適切な方法により価格の妥当性を検証しています。

（4）重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関す
る説明
私募債等の時価の算定で用いている重要な観察できないインプットは、連結

子会社内で算出した格付別のデフォルト率と保全率です。デフォルト率は、一
定の期間内に貸出先からの返済が滞る、すなわちデフォルト（債務不履行）状
態に陥ってしまう確率をあらわしたものであり、このインプットの著しい増加
（減少）は、時価の著しい低下（上昇）を生じさせることになります。
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（収益認識関係）
顧客との契約から生じる収益を分解した情報
当連結会計年度（2022年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計

銀行業

役務取引等収益 22,205 7,469 29,674

うち預金・貸出業務 7,936 4,186 12,122

うち為替業務 7,292 ― 7,292

うち証券関連業務 3,378 2,960 6,338

うち代理業務 1,865 6 1,872

役務取引等収益以外の経常収益 27 14 41

顧客との契約から生じる収益 22,232 7,483 29,716

上記以外の経常収益 103,159 5,609 108,768

外部顧客に対する経常収益 125,391 13,093 138,484
（＊）「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業務、クレジットカード
業務、金融商品取引業務等の金融関連業務を含んでいます。

（１株当たり情報）
１株当たりの純資産額 3,618円43銭
１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益 164円31銭
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（計算書類）
■ 株主資本等変動計算書
第６期（2021

2022
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）株主資本等変動計算書 （単位：百万円）

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
当期首残高 50,000 12,500 310,538 323,038
当期変動額
剰余金の配当
当期純利益
自己株式の取得
自己株式の処分 △0 △0
自己株式の消却 △8,181 △8,181
株主資本以外の項目
の当期変動額（純
額）

当期変動額合計 － － △8,181 △8,181
当期末残高 50,000 12,500 302,356 314,856

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

自己株式 株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

その他
利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当期首残高 10,379 10,379 △12,611 370,806 155 155 370,961
当期変動額
剰余金の配当 △4,445 △4,445 △4,445 △4,445
当期純利益 7,182 7,182 7,182 7,182
自己株式の取得 △3,004 △3,004 △3,004
自己株式の処分 0 0 0
自己株式の消却 8,181 － －
株主資本以外の項目
の当期変動額（純
額）

△83 △83 △83

当期変動額合計 2,736 2,736 5,178 △266 △83 △83 △350
当期末残高 13,116 13,116 △7,432 370,539 71 71 370,610
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■ 個別注記表

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

重要な会計方針

１．有価証券の評価基準及び評価方法
有価証券の評価は、子会社株式については、移動平均法による原価法、その他

有価証券については時価法(売却原価は移動平均法により算定)、ただし市場価格
のない株式等については移動平均法による原価法により行っています。
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理し

ています。

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産

有形固定資産は、定率法を採用しています。また、主な耐用年数は次のとお
りです。
器具及び備品 ５年～10年

（2）無形固定資産
無形固定資産は、定額法により償却しています。なお、自社利用のソフトウ

ェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいて償却していま
す。

３．連結納税制度の適用
当社を連結納税親会社として、連結納税制度を適用しています。
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会計方針の変更

(収益認識に関する会計基準等の適用)
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31
日。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が
顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額
で収益を認識することとしています。なお、当該会計基準等の適用が計算書類に
与える影響はありません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)
「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号2019年７月４日。以

下「時価算定会計基準」という。)等を当事業年度の期首から適用しています。
当社は、時価算定会計基準第20項また書きに定める経過的な取扱いに従って、
当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を
当事業年度の期首の利益剰余金に反映することとしていますが、当該会計基準等
の適用が計算書類に与える影響はありません。

追加情報

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）
当社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（2020年法律第８号）において

創設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて
単体納税制度の見直しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ
通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39
号 2020年３月31日）第3項の取り扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の
適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを
適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規定に
基づいています。
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注記事項

（貸借対照表関係）

１．有形固定資産の減価償却累計額 4百万円
２．関係会社に対する金銭債権 6,677百万円
３．関係会社に対する金銭債務 46,657百万円

（損益計算書関係）

関係会社との取引高
営業取引による取引高
営業収益 8,249百万円
営業費用 11百万円
営業取引以外の取引による取引高
営業外収益 0百万円
営業外費用 121百万円

（株主資本等変動計算書関係）
自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：千株）
当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数 摘要

自己株式

普通株式 11,422 3,846 8,000 7,267 （注）

合計 11,422 3,846 8,000 7,267
（注）自己株式の増加3,846千株は、自己株式の取得3,839千株及び単元未満株式の買取請求６千株によるものであ

り、自己株式の減少8,000千株は、自己株式の消却8,000千株及び単元未満株式の買増請求０千株によるもの
です。
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（有価証券関係）
その他有価証券（2022年３月31日）

種類 貸借対照表計上額
（百万円）

取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるも
の

株式 936 833 102

小計 936 833 102
貸借対照表計上額が
取得原価を超えない
もの

株式 ― ― ―

小計 ― ― ―

合計 936 833 102

（注)上表に含まれない市場価格のない株式等及び組合出資金の貸借対照表計上額
貸借対照表計上額（百万円）

非上場株式 17

組合出資金 ―

（税効果会計関係）

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
未払事業税 2百万円
減価償却の償却超過額 2百万円
有価証券 631百万円
その他 0百万円
繰延税金資産小計 636百万円
評価性引当額 △631百万円
繰延税金資産合計 5百万円
繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △31百万円
繰延税金負債合計 △31百万円
繰延税金資産（負債）の純額 △25百万円
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（１株当たり情報）

１株当たりの純資産額 2,567円81銭
１株当たりの当期純利益 48円68銭

（関連当事者との取引）

１．親会社及び法人主要株主等
該当ありません。

２．子会社及び関連会社等
属性 会社等の名称 議決権の

所有割合
関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（百万円） 科目 期末残高
（百万円）

子会社
株式会社
西日本シティ
銀行

直接
100％

経営管理等
役員の兼任

経営管理料
の受取（注）1 1,018 ― ―

配当金の受取 6,239 ― ―

融資取引 3,000 長期借入金 46,500
借入金利息
の支払（注）2 121 未払費用 2

連結納税 5,269 未収入金 5,269

上記の取引金額には消費税が含まれていません。

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）1. 経営管理料は、当社の経営活動に必要な諸経費として合理的に見積もら

れた金額に基づき算定しています。
2. 取引条件ないし取引条件の決定方針は、一般取引先と同様の条件によ
っています。

３．兄弟会社等
該当ありません。

４．役員及び個人主要株主等
該当ありません。

以 上
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